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1. 目的  

 鉄筋コンクリート構造物において，ひび割れの制御は

重要な課題である．ケミカルプレストストコンクリート

(CPC)は膨張材を収縮補償の用途に比べて多く配合する

ことで，ケミカルプレストレスとケミカルプレストレイ

ンを導入させ，ひび割れを制御することが可能となる．

コンクリート構造物に CPCを適用する場合，導入される

ケミカルプレストレス等の把握が重要である．これまで

の研究 1)では，内部拘束体である鉄筋が CPC部材の膨張

に及ぼす影響を明らかとしているが，実構造物では隣接

する部材からの外部拘束の影響も考慮する必要がある． 

 本研究では，先打ち部材の形状寸法が非対称な断面を

持つCPC部材の膨張性状に及ぼす影響を明らかにするこ

とを目的としている． 

2. 供試体及び実験概要 

 供試体は図-1 に示すように，ウェブ部材の高さが異な

る 2種類の T形断面を用いた．基準の鉄筋は D10として

いる．ウェブ部材の打込み後，材齢 29日にウェブ部材上

部に，A列に D19を配置することで非対称な断面とした

フランジ部材を打ち込むことで T 形断面とした．供試体

の長さは 1200mm とし，フランジ部材の形状寸法は 2種

類とも同じとした．供試体は同時に作製した A法一軸拘

束試験体と同様に，20±2℃の養生室にて湿布養生をした． 

 鉄筋の引張ひずみはその位置のコンクリートの膨張ひ

ずみと等しいと考えられるため，本研究では鉄筋の引張

ひずみを供試体の膨張ひずみと称して検討を行った．膨

張ひずみは供試体の長手方向中央部から両端方向にそれ

ぞれ 100mm の位置の鉄筋表面に貼り付けた，ゲージ長

6mmのワイヤストレインゲージ 2枚を用いて計測し，そ

の平均値を用いた． 

3. 実験結果及び考察 

 図-2に各部材におけるA法一軸拘束膨張率試験の平均

値を示す．いずれの試験体も膨張率は材齢 1 日から 2 日

の期間に急激に増加し，材齢 7 日までに安定しているこ

とが確認でき，平均膨張率は 610×10-6であった．以降の

供試体の検討では材齢 7 日の膨張ひずみの値を用いる．

また，フランジ部材の打込み前日である，材齢 28日にお

けるウェブ部材に導入されているケミカルプレストレス

の推定値を仕事量一定則 2)に基づき算出し，その計算結

果を表-1に示す．表より，それぞれほぼ同じ値である． 

 図-3 に TA の，図-4 に TB の高さ方向の膨張ひずみ分

布を示す．この図は，フランジ部材の打込み完了時を測

定起点としている．断面形状寸法によらず，ウェブ部材
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図-1 供試体の断面形状と鉄筋の配置図 
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図-2 A 法一軸拘束膨張率の経時変化 

表-1 材齢 28日のウェブ部材に導入されたケミカルプ

レストレスの推定値 

断面形状 
ケミカルプレストレス 

(N/mm2) 

TA 1.39 

TB 1.38 
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の拘束による影響は断面内で高さ方向に直線に分布して

いることが確認できる．また，B，C列の膨張ひずみ分布

は対称断面の場合は同様の値となるが 1)，本研究では平

行関係となっていることから，フランジ部材が非対称な

断面である場合，その影響は下段鉄筋にまで及び，断面

全体に影響することが明らかになった． 

両断面を比較した場合，TAに比べて TBのフランジ部

材の膨張ひずみが小さくなっていることが確認できる．

また，表-1 に示したように，ウェブ部材に導入されてい

るケミカルプレストレス量はほぼ同じであることから，

フランジ部材とウェブ部材の接着面積が同じであったと

しても，ウェブ部材の高さが大きい場合，拘束体の体積

が大きくなることで拘束力が増加することが明らかとな

った．また，両断面のウェブ部材下段鉄筋のひずみはい

ずれも材齢 28 日時点の値より収縮していることが分か

る．このことより，高さが異なったとしても，ウェブ部

材全体が拘束体として作用していると考えられる． 

続いて，幅方向の膨張ひずみ分布をそれぞれ図-5，図-6

に示す．TA，TB ともに幅方向にも膨張ひずみは直線分

布となり，同じ高さの鉄筋位置でのひずみを結んだ近似

線はおおよそ平行関係である．また，両断面を比較した

場合，TAに比べて TBの傾きが緩やかであることが確認

できる．これは，非対称な断面のフランジ部材における

異なる高さのウェブ部材の拘束の影響である． 

4. まとめ 

 先打ちの高さが異なるウェブ部材の拘束を受けた，非

対称な断面を持つCPCフランジ部材の膨張ひずみ分布の

測定結果から，先打ち部材による拘束の影響を受けたと

しても，高さ方向と幅方向に直線分布となることが明ら

かになった．また，接着面積が同じでも，拘束体の高さ

が増加することで拘束力が増加することが確認できた． 
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図-3 TA における高さ方向の膨張ひずみ分布 
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図-4 TB における高さ方向の膨張ひずみ分布 
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図-5 TA における幅方向の膨張ひずみ分布 
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図-6 TB における幅方向の膨張ひずみ分布 
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